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【公開日】平成27年4月20日(2015.4.20)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月27日(2016.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の断層画像を取得する断層画像取得手段と、
　前記被検体の３次元画像を取得する３次元画像取得手段と、
　前記３次元画像において前記断層画像に対応する断面領域を算出する算出手段と、
　算出された前記断面領域による前記３次元画像の断面画像を生成する生成手段と、
　前記断層画像と前記断面画像とを表示手段に表示させる表示制御手段と
を備え、
　前記算出手段は、指定された姿勢を前記断面領域の姿勢とする
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記断層画像の位置姿勢を取得する位置姿勢取得手段を更に備え、
　前記算出手段は、前記位置姿勢に基づいて、前記断層画像に対応する断面領域を算出す
る
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記３次元画像の注目部位の位置を取得する注目位置取得手段を更に備え、
　前記算出手段は、前記注目部位の位置に基づいて、前記断層画像に対応する断面領域を
算出する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記断面領域がとり得る姿勢として複数の姿勢が指定されており、
　前記算出手段は、前記複数の姿勢のうちいずれか１つの姿勢を前記断面領域の姿勢とし
て選択する
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記算出手段は、前記複数の姿勢のうち操作者により指定された姿勢を前記断面領域の
姿勢として選択することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
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【請求項６】
　前記算出手段は、前記断層画像の位置姿勢に基づいて、前記断面領域の姿勢を選択する
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記断層画像取得手段は、前記被検体を超音波で撮影した画像を前記断層画像として取
得することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記指定された姿勢は、前記被検体の撮影体位に基づいて設定されることを特徴とする
請求項１から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、更に、前記３次元画像の前記断層画像の位置姿勢の断面に係る画
像を前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項１０】
　被検体の断層画像を取得する工程と、
　前記被検体の３次元画像を取得する工程と、
　前記３次元画像において前記断層画像に対応する断面領域を算出する工程と、
　算出された前記断面領域による前記３次元画像の断面画像を生成する工程と、
　前記断層画像と前記断面画像とを表示手段に表示させる工程と
を備え、
　前記算出する工程において、指定された姿勢を前記断面領域の姿勢とする
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理装置が備える各手段と
して機能させるためのコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置及びその制御方法、コンピュータプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、３次元画像を処理する画像処理装置及びその制御方法、コンピュータプログ
ラムに関するものである。
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